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河
川
に
架
か
る
石
橋
と
し
て
都
内
最

古
の
常
磐
橋
（
東
京
都
千
代
田
区
）
は
、

国
指
定
史
跡
「
常
盤
橋
門
跡
」
内
の
歴

史
的
建
造
物
。
２
０
１
１
年
の
東
日
本

大
震
災
の
揺
れ
で
輪
石
の
一
部
が
突
出
、

ア
ー
チ
が
歪
む
な
ど
崩
落
の
危
険
性
が

あ
っ
た
た
め
、
千
代
田
区
に
よ
り
修
復

事
業
が
行
わ
れ
て
き
た
。
被
災
状
況
の

調
査
を
経
て
12
年
12
月
か
ら
石
橋
の
解

体
、
15
年
６
月
か
ら
復
旧
工
事
が
行
わ

れ
た
。
橋
の
上
空
を
首
都
高
速
道
路
が

ふ
さ
い
で
い
る
た
め
大
型
ク
レ
ー
ン
が

使
え
な
い
な
ど
工
事
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

困
難
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
９
年
近
く

を
か
け
た
修
復
は
無
事
に
完
了
。
本
年

５
月
10
日
に
橋
の
供
用
が
始
ま
っ
た
。

　

常
磐
橋
の
架
設
は
１
８
７
７
（
明
治

10
）
年
。
か
つ
て
の
江
戸
城
大
手
門
に

続
く
常
盤
橋
門
前
の
外
堀
（
現
・
日
本

橋
川
）
に
架
か
っ
て
い
た
木
橋
が
石
橋

に
架
け
替
え
ら
れ
た
。
使
用
さ
れ
た
石

材
の
多
く
は
、
岡
山
藩
主
・
池
田
光
政

ら
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
江
戸
城
の
小
石

川
門
の
石
垣
の
転
用
材
で
あ
る
こ
と
が

解
体
調
査
に
よ
り
判
明
し
て
い
る
。

　

千
代
田
区
の
広
報
誌
に
よ
る
と
、
工

事
に
当
た
っ
て
は
①
損
壊
箇
所
の
修
復

②
将
来
の
災
害
へ
備
え
た
補
強
③
架
設

当
時
の
姿
へ
の
復
元
④
照
明
設
備
な
ど

の
整
備
の
４
つ
を
事
業
の
柱
と
し
、
機

能
性
や
安
全
性
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
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中面の案内

架
設
当
時
の
美
し
い
姿
を
取
り
戻
し
た
常
盤
橋
。対
岸
は
日
本
銀
行
本
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
写
真
提
供・文
化
財
保
存
計
画
協
会
、撮
影・日
暮
雄一

古
写
真
な
ど
を
基
に
し
て
文
化
財
と
し

て
の
価
値
を
保
全
し
な
が
ら
架
設
当
時

の
姿
へ
の
復
元
に
取
り
組
ん
だ
と
い
う
。

　

常
磐
橋
は
、
石
材
同
士
の
接
合
に
凝

固
剤
な
ど
を
使
わ
な
い
空
積
（
か
ら
づ
）

み
工
法
で
あ
る
が
、
輪
石
に
転
用
さ
れ

た
石
材
は
控
え
（
奥
行
き
）
が
十
分
で

な
い
な
ど
弱
点
を
抱
え
た
構
造
で
あ
っ

た
た
め
、
修
復
工
事
で
は
将
来
的
な
修

理
を
見
据
え
て
石
材
の
取
り
外
し
が
で

き
る
よ
う
各
石
材
の
表
面
に
ゲ
ル
状
の

和
紙
を
吹
き
付
け
て
石
材
同
士
を
縁
切

り
し
、
超
高
強
度
モ
ル
タ
ル
を
不
連
続

に
間
詰
め
し
て
不
ぞ
ろ
い
な
輪
石
の
形

状
を
補
完
す
る
手
法
が
開
発
さ
れ
た
。

ま
た
、
江
戸
湾
沿
岸
な
ど
の
石
垣
整
備

で
多
用
さ
れ
た
軟
弱
地
盤
で
の
基
礎
構

築
技
法
も
伝
統
技
法
で
補
強
さ
れ
た
。

　

橋
の
東
岸
に
は
石
積
み
レ
ン
ガ
造
り

の
日
本
銀
行
本
店
が
あ
り
、
西
岸
は
関

東
大
震
災
後
の
常
磐
橋
修
復
に
尽
力
し

た
渋
沢
栄
一
の
銅
像
が
立
つ
公
園
が
あ

る
。
明
治
維
新
後
の
文
明
開
化
期
に
架

設
さ
れ
た
常
磐
橋
は
、
首
都
・
東
京
の

歩
み
と
と
も
に
明
治
・
大
正
・
昭
和
・

平
成
を
経
て
令
和
の
時
代
に
入
り
、
２

つ
の
ア
ー
チ
が
連
な
る
美
し
い
姿
を
再

び
川
面
に
映
し
て
い
る
。（
広
報
部
）

参
考
資
料
／
「
広
報 

千
代
田 

令
和
３
年
４
月
号
」

千
代
田
区
発
行
、
２
０
２
１
年
４
月
27
日
千
代
田

区
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
、「
橋
梁
と
基
礎
２
０
２
１

年
６
月
号
」
建
設
図
書
発
行

常
磐
橋
＝
東
京
都
千
代
田
区

修
復
事
業 

無
事
に
完
了
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会
報
97
号
で
伝
え
た
、福
岡
県
嘉
麻
市
桑
野

の
遠
賀
川
源
流
域
近
く
に
架
か
る
リ
ブ
ア
ー
チ

型
石
橋
に
つ
い
て
の
続
報
が
あ
る
。福
岡
県
立

朝
倉
高
等
学
校
の
中
原
透
也
さ
ん（
当
時
２
年

生
）
ら
が
史
学
部
の
部
活
動
と
し
て
進
め
た
石

橋
調
査
の
結
果
は
昨
年
10
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
入
場
者
が
制

限
さ
れ
る
中
、
朝
倉
市
で
発
表
会
が
行
わ
れ
、

新
聞
な
ど
で
そ
の
内
容
が
報
じ
ら
れ
た
。12
月

に
は
嘉
麻
市
で
地
元
関
係
者
向
け
に
「
桑
野
区

掛
橋
に
架
か
る
石
橋
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講

演
会
が
行
わ
れ
、
史
学
部
顧
問
の
泉
信
至
教
諭

が
登
壇
。す
る
と
そ
の
後
、市
議
会
の
一
般
質
問

で
こ
の
石
橋
の
保
存
に
関
す
る
質
問
が
な
さ
れ

た
結
果
、市
の
２
０
２
１
年
度
予
算
に
石
橋
調

査
費
用
が
計
上
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

泉
教
諭
は「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
長
く
部
活
動

が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
石
橋

保
存
活
動
に
つ
い
て
は
嘉
麻
市
の
区
長
や
市

文
化
財
課
の
方
と
連
絡
を
取
っ
て
い
ま
す
。す

で
に
専
門
家
に
よ
る
石
橋
の
調
査
が
行
わ
れ

た
よ
う
で
、
10
月
ご
ろ
に
そ
の
結
果
が
市
へ
報

告
さ
れ
る
予
定
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
」と
現
状

を
説
明
。今
後
に
つ
い
て
は
「
せ
っ
か
く
生
ま

れ
た
石
橋
へ
の
関
心
の
維
持
が
大
事
に
な
る

の
で
、
石
橋
保
存
に
向
け
、
関
心
を
一
時
的
な

も
の
に
終
わ
ら
せ
な
い
よ
う
、で
き
る
こ
と
に

粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」と
コ
メ
ン
ト
し
た
。（
広
報
部
）

高
校
生
の
部
活
動  

地
域
が
注
目

貴重なリブアーチ型石橋 保存を

　

史
学
部
で
は
昨
年
10
月
の
発
表
を
ま
と
め

た
動
画
「
幻
の
Ｒ
ｉ
ｂ 

ａ
ｒ
ｃ
ｈ
〜
年
代
特

定
と
名
称
発
見
〜
」
を
制
作
し
、
動
画
投
稿

サ
イ
ト
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」
で
発
信
し
た
。
以

下
に
桑
野
区
掛
橋
に
架
か
る
リ
ブ
ア
ー
チ
型

石
橋
の
調
査
か
ら
架
橋
年
代
、
名
称
の
特
定

に
関
す
る
動
画
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

§　
　

§　
　

§

　

調
査
を
行
っ
た
史
学
部
の
中
原
さ
ん
は
、

ま
ず
石
橋
周
辺
の
民
家
を
一
軒
ず
つ
訪
ね
た

と
い
う
。
何
軒
訪
ね
て
も
現
在
の
国
道
橋「
掛

橋
」
の
下
の
や
ぶ
の
中
に
石
橋
が
架
か
っ
て

い
る
こ
と
を
知
る
人
が
い
な
か
っ
た
の
だ
が
、

地
区
最
高
齢
の
88
歳
の
女
性
だ
け
が
「
昔
は

よ
く
往
き
来
し
よ
っ
た
よ
。
橋
に
は
こ
け
が

は
え
と
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
。
石
橋
は

嘉
麻
地
域
と
小
石
原
地
域
を
行
き
来
す
る
た

め
の
橋
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

文
献
調
査
で
は
福
岡
県
の
地
誌
「
福
岡
県

地
理
全
誌
」
を
見
た
が
、地
区
の
欄
に
は
「
土

橋
」と「
板
橋
」し
か
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
石

橋
」
の
項
目
は
な
か
っ
た
た
め
調
査
は
行
き

詰
ま
っ
た
。
中
原
さ
ん
は
念
の
た
め
「
土
橋
」

と
は
何
か
、
調
べ
て
み
た
。
す
る
と
「
土
橋

と
は
木
材
や
石
材
の
す
き
間
を
埋
め
る
た
め

に
橋
面
に
土
砂
を
か
け
て
な
ら
し
た
も
の
」

と
あ
っ
た
。
そ
れ
で
ピ
ン
と
ひ
ら
め
く
も
の

を
感
じ
、
あ
ら
た
め
て
地
誌
を
読
み
直
し
た

と
こ
ろ
、
石
橋
と
ほ
ぼ
同
じ
「
長
五
間
（
約

９
㍍
）、
幅
八
尺
（
２
・
４
㍍
）」
の
土
橋
の

表
記
を
見
つ
け
た
。
も
し
か
し
た
ら
、
地
誌

を
編
さ
ん
し
た
人
が
石
橋
を
土
橋
と
記
載
し

た
の
か
も
し
れ
な
い
│
。

　

地
誌
に
は
次
の
文
も
表
記
さ
れ
て
い
た
。

「
掛
橋
。
掛
橋
ハ
無
柱
ノ
橋
ナ
リ
。
向
ノ
岸
ニ

天
然
ノ
石
柱
立
テ
リ
。
髙
一
丈
餘
。
谷
川
深

キ
故
、
柱
ヲ
立
ス
。
因
テ
梯
ト
云
。
石
柱
甚

奇
ナ
リ
」

　

中
原
さ
ん
は
右
の
文
中
の
「
向
か
い
の
岸

に
天
然
の
石
柱
立
て
り
。
髙
（
た
か
）一
丈
（
い

ち
じ
ょ
う
）
餘
（
あ
ま
り
）」
の
箇
所
の
記
述

に
注
目
し
た
。
高
さ
１
丈
は
約
３
㍍
に
当
た

る
。
石
橋
の
下
（
小
石
原
側
）
に
あ
っ
た
石

柱
も
同
じ
高
さ
で
あ
る
（
右
端
写
真
）。
橋
長

と
橋
幅
が
ほ
ぼ
同
じ
で
、
さ
ら
に
同
じ
高
さ

の
石
柱
の
存
在
。
石
橋
が
地
誌
の
土
橋
と
一

致
す
る
も
の
で
あ
る
と
確
信
し
た
。
そ
れ
に

よ
り
地
誌
が
編
さ
ん
さ
れ
た
１
８
７
４
（
明

治
７
）
年
に
は
す
で
に
石
橋
が
架
か
っ
て
い
た

と
結
論
づ
け
た
。

　

ま
た
、「
谷
川
深
き
故
（
ゆ
え
）、柱
を
立
（
り

っ
）す
。
因（
よ
り
）て
梯（
か
け
は
し
）と
云（
い

う
）」
の
箇
所
は
、
橋
の
名
称
に
つ
い
て
記
さ

れ
た
文
で
あ
る
と
考
え
た
。

　

中
原
さ
ん
は
こ
の
橋
は
架
設
さ
れ
て
か
ら

1
4
7
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
貴
重
な
リ

ブ
ア
ー
チ
型
石
橋
で
、
名
称
は
「
梯
」
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
と
発
表
。
石
橋
の
価
値
を

多
く
の
人
と
共
有
し
、
保
存
に
向
け
た
動
き

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
述
べ
て
い
る
。

上流側から撮影したリブアーチの梯（掛橋）。
左側が嘉麻地域、右側が小石原地域方面

写真は福岡県立朝倉高等学校ホームページより　https://asakura.fku.ed.jp/html/club/historicalscience.html　「朝倉高校史学部」でネット検索を

近
隣
住
民
も
知
ら
な
い
幻
の
石
橋

アーチの真下からは５列のリブアーチである
ことがよく分かる

路面は土で固められ、アーチ基底部（奥）の岩盤
には石柱が立っている
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
ス
マ
ホ
）の
保
有
世
帯
は
す
で
に
固
定
電
話
や
パ

ソ
コ
ン
を
上
回
り
※
、
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
個
人
同
士
の
情
報
交
流
が

盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
人
と
人
の
接
触
回
避
や
人

流
の
抑
制
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
石
橋
フ
ァ
ン
の
間
で
も
身
近

な
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
新
し
い
生
活
様
式
へ
の
転
換
が
進
ん

で
い
る
。こ
れ
ま
で
に
も
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）で
石
橋
情
報

を
発
信
す
る
動
き
が
あ
っ
た
が
、
近
年
は
会
員
制
交
流
サ
イ
ト（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
）
を
活
用
す
る
事
例
も
出
て
き
た
。そ
の
中
か
ら
、
実
名
で
の
会
員

登
録
が
求
め
ら
れ
る「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
を
使
っ
て
交
流
す
る
３
例
を

紹
介
す
る
。（
広
報
部
）

※「
令
和
2
年
度
版 

情
報
通
信
白
書（
情
報
通
信
機
器
の
保
有
状
況
）」総
務
省
発
行
よ

り
。２
０
１
７
年
に
世
帯
当
た
り
の
ス
マ
ホ
保
有
率
が
パ
ソ
コ
ン
、固
定
電
話
を
上
回
り
、

19
年
現
在
は
ス
マ
ホ
83
.
4
%
、パ
ソ
コ
ン
69
.
1
%
、固
定
電
話
69
.
0
%
の
状
況

石
橋
フ
ァ
ン 

ネ
ッ
ト
で
交
流

九州の石橋スケッチ紀行

石橋を訪ねる旅のお供に
　

今
年
２
月
か
ら
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
九
州
の

石
橋
の
ス
ケ
ッ
チ
を
発
表
し
て
い
ま
す
。コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
他
県
へ
の
石
橋
取
材
が
難
し
く

な
っ
た
た
め
、
そ
れ
を
機
会
に
、
こ
れ
ま
で
に

描
き
た
め
た
ス
ケ
ッ
チ
を
公
開
す
る
こ
と
で
、

石
橋
を
訪
ね
る
人
の
旅
の
お
供
に
な
れ
ば
と

考
え
た
も
の
で
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
長
い
文
章
が
は
ば
か
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
、専
門
的
な
架
橋
背
景
や
デ
ー
タ

な
ど
は
省
略
し
、
ま
ち
歩
き
の
方
に
も
気
軽
に

見
て
い
た
だ
け
る
説
明
文
に
と
ど
め
ま
し
た
。

ま
た
、こ
れ
か
ら
石
橋
を
訪
ね
る
方
の
た
め
に

テ
ー
マ
│
│
例
え
ば
滝
と
石
橋
な
ど
│
│
を

持
た
せ
て
い
ま
す
。（
末
永
）

　
「
拱（
き
ょ
う
）」は
両
手
を
組
む
、
腕
を
組
む

と
い
う
意
味
で
、
英
訳
す
る
と
a
r
c
h（
ア

ー
チ
）。「
通
潤
橋
」（
山
都
町
）
の
ア
ー
チ
の
美

し
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
石
橋
を
巡
り
、
そ
し
て
、

先
人
た
ち
の
知
恵
と
技
術
の
結
晶
で
あ
る
石

造
ア
ー
チ
橋
、
桁
橋
を
知
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
石

橋
が
持
つ
知
ら
れ
ざ
る
魅
力
、謎
な
ど
を
多
く

の
人
と
共
有
し
た
く
て
昨
年
１
月
、「
石
橋
の

魅
力
を
伝
え
る
会
」を
作
り
ま
し
た
。

　

会
員
数
も
増
え
て
石
橋
フ
ァ
ン
の
情
報
共

有
、
発
信
の
場
と
な
り
ま
し
た
。全
国
の
石
橋

が
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、会
員
は
お
の
お

の
の
目
線
で
意
見
を
交
換
し
合
い
、
石
橋
の
魅

力
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
ま
す
。（
森
川
）

　

 「
ほ
た
る
と
石
橋
の
館
」
は
福
岡
県
八
女
市

上
陽
町
を
流
れ
る
清
流
、星
野
川
に
架
か
る
寄

口
橋
（
2
連
石
橋
）
に
隣
接
す
る
観
光
施
設
で

す
。フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
ホ
タ
ル
と
石
橋
に

関
す
る
情
報
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ベ
ン
ト
の
お
知

ら
せ
や
報
告
、特
産
品
や
季
節
限
定
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。春
の
桜
や
夏
の
川
遊
び
の
写
真
な
ど
、
四

季
折
々
の
美
し
い
風
景
に
溶
け
込
む
石
橋
を

ア
ッ
プ
す
る
よ
う
に
心
掛
け
、
地
域
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
ま
す
。石
橋
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ま
に

ペ
ー
ジ
を
シ
ェ
ア
し
て
い
た
だ
い
た
り
、「
い
い

ね
」
や
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と

が
喜
び
と
、励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
内
田
）

末永暢雄・副会長（長崎県）のフェイスブック・ページ

石橋の魅力を伝える会

石橋の魅力を語り合う場

森川孝一理事（熊本県）のフェイスブック・ページ

ほたると石橋の館

石橋のある地域の魅力を発信

ほたると石橋の館（福岡県）のフェイスブック・ページ

検索

検索 検索

◇石橋ウェブサイトの検索キーワード
「石橋  眼鏡橋 太鼓橋」＝贄田岳和会員
「宮様の石橋」＝宮川康夫会員
「世界の石橋へ」＝小沼敬一会員
「行ってみたい日本の橋  眼鏡橋」＝定岡克実会員
「日本の石橋を守る会」＝本会ホームページ
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側
10
㍍
ほ
ど
。
気
象
庁
発
表
の
降
水
量
は
菊

池
で
８
月
１
日
と
２
日
の
２
日
間
で
１
６
５
・

５
㍉
の
雨
を
観
測
。
崩
落
は
2
日
朝
に
確
認

さ
れ
た
。
そ
の
後
11
日
か
ら
は
激
し
い
雨
の

日
が
続
き
18
日
ま
で
の
８
日
間
で
計
６
９
８

㍉
も
の
雨
が
降
り
損
傷
が
広
が
っ
た
。

　

同
橋
は
２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震
で
被
災

し
て
東
岸
下
流
側
取
付
護
岸
の
石
垣

が
崩
れ
る
な
ど
し
て
修
復
工
事
が
行

わ
れ
た
が
、
西
岸
石
垣
の
は
ら
み
出

し
箇
所
は
対
象
外
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

橋
は
通
潤
橋
（
山
都
町
）
架
設
工

事
で
石
工
棟
梁
を
務
め
た
宇
市
（
橋

本
勘
五
郎
の
次
兄
）
が
幕
末
の

1
8
6
0
年
に
架
け
、
川
を
ま
た
ぐ

単
一
ア
ー
チ
橋
と
水
路
を
ま
た
ぐ
持

送
り
式
桁
橋
を
組
み
合
わ
せ
た
構
造

で
、
橋
長
は
36
・
６
㍍
あ
る
。

　

中
村
秀
樹
・
調
査
研
究
部
長
は
「
詳

し
い
調
査
が
必
要
だ
が
、
経
年
変
化

と
熊
本
地
震
の
影
響
が
考
え
ら
れ

る
。
崩
落
し
た
の
は
押
さ
え
石
垣
が

施
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
で
、
崩
落
し

た
石
材
は
胴
（
奥
行
き
）
が
短
い
こ

と
か
ら
構
造
上
の
弱
点
も
あ
っ
た
」

と
み
て
い
る
。

　

経
年
変
化
は
災
害
復
旧
の
対
象
に

な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
が
、
今
回
の

崩
落
が
石
橋
の
災
害
復
旧
と
維
持
管

理
の
在
り
方
を
考
え
直
す
機
会
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。（
広
報
部
）

立
門
橋
＝
熊
本
県
菊
池
市

　
　
壁
石
の一部
が
崩
落

　

熊
本
県
菊
池
市
の
「
立
門
橋
」（
た
て
か
ど

ば
し
、
県
指
定
文
化
財
）
の
壁
石
の
一
部
が

崩
落
し
た
。
崩
れ
た
の
は
西
岸
（
右
岸
）
下

流
側
の
石
垣
が
は
ね
出
し
た
隅
角
部
か
ら
西

左は2014年3月撮影（熊本地震の2年前）の立門橋で、写真中央の石垣部分にはらみ出しがみられる。右は2021年8月
31日撮影。西岸下流側のはね出した石垣の隅角部から西側の10mほどが崩落した　　　　写真提供／中村まさあき

活
動
15
年 

地
元
の
石
橋
を
清
掃

理
事　

上
妻 

信
寛
（
熊
本
県
）

　

石
橋
の
保
護
と
景
観
の
維
持
を
目
的
に
２

０
０
６
（
平
成
18
）
年
か
ら
地
元
の
熊
本
県

玉
名
郡
和
水
町
で
石
橋
の
清
掃
活
動
を
続
け

て
い
る
。
町
の
文
化
財
保
護
審
議
委
員
と
社

会
教
育
課
の
10
人
ほ
ど
が
メ
ン
バ
ー
。
本
年

度
は
３
月
に
久
米
野
橋
、
蛇
田
（
竈
門
）
橋
、

東
深
倉
橋
、
鬼
丸
眼
鏡
橋
の
4
橋
の
清
掃
を

実
施
し
た
。
地
道
な
活
動
が
石
橋
の
文
化
財

指
定
へ
と
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　

か
つ
て
は
石
橋
を
訪
れ
る
人
か
ら
、
現
地

に
案
内
表
示
が
な
い
の
で
石
橋
の
場
所
が
分

か
り
に
く
い
と
の
声
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
委

員
か
ら
標
柱
を
立
て
る
提
案
が
あ
り
、
７
年

前
に
設
置
を
完
了
し
た
。

　

５
年
前
か
ら
社
会
教
育
課
の
若
手
3
人
が

清
掃
活
動
に
参
加
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
は
あ
り
が
た
い
。
今
後
も
活
動
を
継

続
し
て
い
き
た
い
。

通
潤
橋
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

　

熊
本
県
上
益
城
郡
山
都
町
の
小
学
生
が
作

っ
た
「
通
潤
橋
」
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
品

が
７
〜
８
月
の
お
よ
そ
１
カ
月
間
、
山
都
町

の
肥
後
銀
行
浜
町
支
店
と
町
役
場
に
展
示
さ

れ
た
。
同
銀
行
は
今
年
の
顧
客
配
布
用
カ
レ

ン
ダ
ー
に
通
潤
橋
を
採
用
し
た
が
、
そ
の
一
方

で
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
型
紙
を
作
成
し
て

ネ
ッ
ト
に
公
開
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
自
宅
に

こ
も
る
児
童
に
対
し
浜
町
支
店
は
、
町
内
６

小
学
校
に
呼
び
掛
け
、
展
示
が
実
現
し
た
。

　

白
い
型
紙
に
色
鉛
筆
で
思
い
思
い
の
色
を

塗
っ
て
各
児
童
が
組
み
立
て
た
作
品
は
、
カ

ラ
フ
ル
で
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
が
多
か
っ
た
。
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
文
化
財
に
親
し

む
機
会
と
な
っ
た
こ
う
し
た
取
り
組
み
も
、

石
橋
を
守
る
次
世
代
の
担
い
手
づ
く
り
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
広
報
部
）

東深倉橋の清掃活動の様子＝2021年3月、和水町
　　　　　　　　　　　　写真提供／森川 孝一

児童のペーパークラフト作品＝2021年8月、山都町役場
　　　　　　　　　　　　　 写真提供／中村まさあき
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目
指
し
た
の
は
四
川
省
の
「
瀘
定
橋
（
ろ

て
い
き
ょ
う
）」。「
成
都
」
か
ら
南
西
へ
約
２

５
０
㌔
㍍
の
瀘
定
県
城
西
を
流
れ
る
大
渡
河

に
架
か
る
つ
り
橋
。
周
囲
を
高
い
山
々
に
囲

ま
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
族
の
自
治
区
で
し
た
。

　

レ
ン
タ
カ
ー
で
山
道
を
走
り
続
け
る
こ
と

お
よ
そ
6
時
間
。
耳
が
お
か
し
く
な
り
、
頭

痛
も
し
て
き
た
の
で
見
晴
ら
し
の
良
い
峠
で

休
憩
。
ガ
イ
ド
の
時
計
の
高
度
計
を
見
る
と

３
２
０
０
㍍
も
あ
り
、
遠
く
に
大
渡
河
の
流

れ
が
見
え
ま
し
た
。
幹
線
道
路
と
聞
い
て
い

た
の
に
道
幅
は
狭
く
、
大
型
車
も
走
る
の
で

舗
装
が
陥
没
し
て
い
て
時
速
40
㌔
前
後
で
し

「中国の古橋」撮影記	
�   その6

榊　晃弘（福岡県）

か
走
れ
ま
せ
ん
。
交
通
事
故
が
起
き
る
と
半

日
通
行
止
め
に
な
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
な
の

で
、
祈
る
思
い
で
峠
を
下
り
ま
し
た
。

　

無
事
に
瀘
定
橋
に
到
着
す
る
と
、
急
流
に

架
か
る
長
大
な
つ
り
橋
を
見
上
げ
て
歴
史
に

思
い
を
は
せ
ま
し
た
。
こ
の
橋
を
中
国
の
歴

史
上
、
一
躍
有
名
に
し
た
の
は
１
９
３
５
年

の
橋
上
の
戦
い
で
す
。
橋
を

死
守
す
る
蔣
介
石
の
国
民
党

軍
と
、
満
州
事
変
に
直
面
し

て
抗
日
を
目
指
し
、
北
上
し

て
き
た
毛
沢
東
が
率
い
る
中

国
工
農
紅
軍
と
の
間
に
激
し

い
攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

橋
は
つ
い
に
毛
沢
東
軍
の
手

に
落
ち
た
の
で
す
。

　

瀘
定
橋
は
全
長
１
０
３
・

６
㍍　

幅
２
・
９
㍍
。
13
本

の
鉄
鎖
か
ら
で
き
て
い
て
、

楕
円
形
の
鎖
の
輪
の
一
つ
一
つ

に
制
作
し
た
人
の
印
が
入
っ

て
い
ま
す
。
万
一
鎖
が
切
れ

て
橋
が
崩
れ
た
ら
そ
の
製
作

者
が
探
し
出
さ
れ
、
ム
チ
打

ち
な
ら
ぬ
２
０
０
回
の
板
打
ち
刑
が
待
っ
て

い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
有
名
な
橋
を
一
目

見
よ
う
と
若
い
観
光
客
た
ち
が
訪
れ
て
い
ま

し
た
。
対
岸
へ
渡
る
際
、
人
が
増
え
る
ほ
ど

橋
は
揺
れ
る
の
で
、
緊
張
の
あ
ま
り
足
下
で

岩
に
砕
け
る
急
流
の
音
も
よ
く
聞
こ
え
ま
せ

ん
で
し
た
。 　
　

 　
　
　
　
　
　
（
次
号
に
続
く
）

歴
史
の
橋  

大
渡
河
の
つ
り
橋

瀘定橋を渡るラマ僧＝中国・四川省瀘定県　　　　写真提供／榊 晃弘

復旧した鴨籠橋

復旧工事中の鴨籠橋。創建時の石橋の輪石にも
ほぞ穴が空いた転用材が使用されている

鴨
籠
橋
＝
熊
本
県
宇
城
市

震
災
か
ら
５
年
を
経
て
復
旧

　

２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震
か
ら
５
年
を
経

て
、
宇
城
市
不
知
火
町
の
「
鴨
籠
橋
（
か
も

こ
ば
し
）」（
市
指
定
文
化
財
）
の
解
体
復
旧

工
事
が
今
年
５
月
に
終
わ
っ
た
。

　

同
橋
の
創
建
時
期
は
は
っ
き
り
し
な
い
が

明
治
期
と
み
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
後
１
９
５

１
（
昭
和
26
）
年
に
ほ
ぼ
同
じ
幅
の
石
橋
を

隣
に
増
築
し
て
路
面
の
拡
幅
が
行
わ
れ
た
。

長
年
の
間
に
２
橋
の
段
差
が
拡
大
し
、
基
礎

石
垣
の
目
地
が
開
き
、
壁
石
に
は
ら
み
出
し

が
み
ら
れ
た
。
熊
本
地
震
の
揺
れ
に
よ
り
輪

石
や
路
面
な
ど
に
亀
裂
が
入
っ
て
、
創
建
時

の
石
橋
は
崩
落
の
危
険
性
が
あ
っ
た
。

　

ア
ー
チ
を
支
え
る
支
保
工
を
設
置
し
て
石

橋
の
解
体
調
査
が
行
わ
れ
、
損
傷
し
た
石
材

は
補
修
し
て
使
用
さ
れ
た
。
亀
裂
が
入
っ
た

輪
石
な
ど
の
補
修
に
は
一
般
に
耐
水
性
や
耐
薬

品
性
、
付
着
性
に
優
れ
た
合
成
樹
脂
（
エ
ポ

キ
シ
系
）
の
補
修
剤
が
使
用
さ
れ
る
が
、
鴨

籠
橋
で
は
自
然
素
材
に
こ
だ
わ
っ
て
石
灰
系

補
修
剤
も
使
用
さ
れ
た
。

　

創
建
時
の
石
橋
を
解
体
し
て
み
る
と
、
宇

土
市
で
産
出
す
る
ピ
ン
ク
色
の
馬
門
石
と
思

わ
れ
る
石
材
が
多
用
さ
れ
て
い
た
。
石
材
に

は
ほ
ぞ
穴
が
空
い
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
は
転
用
材
で
あ
っ

た
こ
と
が
判
明
し
た
。
一
方
の
増
築
さ
れ
た

石
橋
に
は
新
材
の
灰
石
（
溶
結
凝
灰
岩
）
が

使
わ
れ
て
い
た
。

　

解
体
復
旧
工
事
の
石
工
頭
は
通
潤
橋
（
上

益
城
郡
山
都
町
）
の
復
旧
工
事
を
担
当
し
た

荒
木
大
人
氏
（
尾
上
建
設
）。
熊
本
地
震
で
崩

落
し
た
取
付
付
近
の
水
路
の
石
垣
も
復
旧
さ

れ
た
。（
広
報
部
）
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電
子
書
籍
で
出
版

石
橋
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
自
宅
で
過
ご
す
時
間
が

で
き
、
過
去
の
会
報
を
見
返
し
て
み
た
。
目

に
と
ま
っ
た
の
が
33
号
（
１
９
８
９
年
8
月

発
行
）
表
紙
の
「
河
頭
（
こ
が
し
ら
）
太
鼓
橋
」

（
鹿
児
島
市
）
だ
っ
た
。
１
８
４
８
（
嘉
永
元
）

年
に
甲
突
川
に
架
設
さ
れ
た
単
一
ア
ー
チ
橋

理
事　

中
村
ま
さ
あ
き
（
熊
本
県
）

　

こ
の
ほ
ど
初
の
著
作
と
な
る
「
石
橋
の
ア

ン
ソ
ロ
ジ
ー　

虹
の
ア
ー
チ
を
巡
る
旅
１　

石

拱
伝
来
（
せ
っ
き
ょ
う
で
ん
ら
い
）」
を
電
子

書
籍
で
出
版
し
た
。
ア
ー
チ
橋
が
雨
上
が
り

の
空
に
架
か
る
虹
に
似
て
い
る
こ
と
に
着
想

を
得
て
、
石
造
ア
ー
チ
橋
伝
来
の
地
、
長
崎

市
を
巡
り
、
17
世
紀
後
半
の
石
橋
架
設
ブ
ー

ム
の
背
景
に
触
れ
た
。

　

Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
の
本
の
通
販
ス
ト
ア
で
、

「
石
橋
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
」
と
検
索
す
れ
ば
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
（
５
０
０
円
）
で
き
る
。
全
編

横
書
き
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

パ
ソ
コ
ン
の
各
表
示
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
て
1
行

の
文
字
数
が
変
わ
り
、
文
字
の
大
き
さ
も
変

え
ら
れ
る
。
読
む
に
は
Ｋ
ｉ
ｎ
ｄ
ｌ
ｅ
ア
プ

リ
（
無
料
）
ま
た
は
専
用
端
末
が
必
要
。

　

Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
ス
ト
ア
の
「
カ
ス
タ
マ
ー

レ
ビ
ュ
ー
」
に
読
後
の
感
想
な
ど
を
お
寄
せ
い

た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
。

で
、
径
間
は
16
・
4
㍍
あ
っ
た
*1
。
１
９
９

３
（
平
成
５
）
年
の
「
８
・
６
水
害
」
で
は

新
上
橋
と
武
之
橋
が
流
失
し
た
が
、
河
頭
太

鼓
橋
は
西
田
橋
、
高
麗
橋
、
玉
江
橋
と
共
に

激
流
に
耐
え
た
。
し
か
し
他
の
３
橋
と
共
に

移
設
・
保
存
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
撤
去
に

反
対
す
る
運
動
が
展
開
さ
れ
た
が
、
河
道
拡

幅
の
た
め
98
年
に
撤
去
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

同
橋
が
目
に
と
ま
っ
た
の
は
、
ど
こ
か
で

同
じ
よ
う
な
形
状
の
石
橋
を
見
た
覚
え
が
あ

っ
た
か
ら
だ
が
、
会
報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
で
確

認
し
た
ら
、
79
号
（
２
０
１
１
年
７
月
発
行
）

１
面
に
掲
載
さ
れ
た
和
歌
山
市
の
「
不
老
橋
」

が
そ
れ
だ
っ
た
。
不
老
橋
は
河
頭
太
鼓
橋
の

３
年
後
の
１
８
５
１
年
の
架
設
で
径
間
は

14
・
７
㍍
。
和
歌
山
藩
に
招
か
れ
た
岩
永
三

五
郎
が
養
子
の
大
蔵
ら
と
赴
い
て
架
け
た
こ

と
が
判
明
し
て
い
る
（
高
欄
は
現
地
の
石
工

の
作
）。
両
橋
は
架
設
に
岩
永
三
五
郎
が
関
わ

っ
た
と
さ
れ
る
点
が
共
通
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
も
う
１
橋
、
似
て
い
る
石
橋
が
思

い
当
た
っ
た
。
そ
れ
が
熊
本
県
葦
北
郡
津
奈

木
町
の
「
津
奈
木
重
盤
岩
（
つ
な
ぎ
ち
ょ
う

は
ん
が
ん
）
眼
鏡
橋
」。
架
設
年
は
河
頭
太
鼓

橋
の
翌
年
の
１
８
４
９
年
で
不
老
橋
の
２
年

前
、
径
間
は
16
・
53
㍍
*2
。
説
明
板
に
は
岩

永
三
五
郎
の
弟
の
三
平
が
架
け
た
と
の
言
い

伝
え
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
事
実
は
不
詳
。

３
橋
は
そ
れ
ぞ
れ
輪
石
や
壁
石
に
使
用
さ
れ

た
石
材
の
サ
イ
ズ
な
ど
は
異
な
る
が
、
ア
ー

チ
の
形
状
と
壁
石
の
積
み
方
が
似
て
い
る
。

　

津
奈
木
重
盤
岩
眼
鏡
橋
は
岩
永
三
五
郎
が

鹿
児
島
藩
領
（
現
・
薩
摩
川
内
市
）
で
最
後

に
架
け
た
江
之
口
橋
（
１
８
４
９
年
８
月
架

設
）
と
同
年
の
架
設
。
自
宅
は
八
代
郡
野
津

手
永
（
現
・
氷
川
町
）
だ
っ
た
の
で
、
施
工

を
他
の
石
工
に
任
せ
て
い
た
と
考
え
る
と
場

所
も
自
宅
へ
戻
る
途
中
に
当
た
り
、
架
設
に

岩
永
三
五
郎
が
関
わ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

そ
っ
く
り
な
石
橋
を
関
連
付
け
る
と
、
言

い
伝
え
の
中
に
も
同
じ
石
工
の
名
が
登
場
す

る
。
日
本
古
来
の
「
貝
合
わ
せ
」
は
二
枚
貝

の
分
け
た
貝
殻
を
合
わ
せ
る
遊
び
だ
が
、
石

橋
を
貝
殻
に
見
立
て
る
と
、
あ
る
石
橋
と
対

を
な
す
石
橋
が
見
つ
か
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

河頭太鼓橋＝鹿児島市、1998年撤去
　　　日本のいしばし33号表紙より（撮影者不詳）

不老橋＝和歌山市　　　　写真提供／加藤元昭

津奈木重盤岩眼鏡橋＝熊本県葦北郡津奈木町
　　　　　　　　　　写真提供／中村まさあき

石橋のアンソロジー
虹のアーチを巡る旅１ 石拱伝来
中村 仁彰著

A
m
a
z
o
n   

K
n
d
l
e
ス
ト
ア
に
て
5
0
0
円（
税
込
み
）

K
n
d
l
e
ア
プ
リ
は
Ａｐｐ  

Ｓ
ｔｏｒｅ（
ｉ
Ｏ
Ｓ
）、

Ｇｏｏｇ
ｌｅ  

Ｐ
ｌａｙ（
Ａｎ
ｄｒｏ
ｉ
ｄ
）か
ら
無
料
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

*1　河頭太鼓橋の径間は、１９８６年時点の現地説明文には
16・４㍍、原口泉著「河頭太鼓橋の歴史的意義と岩永三五郎」
（土木史研究 第17号）には15・８㍍、山口祐造著「石橋は生き
ている」（葦書房）には17・６㍍と紹介されている
*2　日本の石橋を守る会ホームページ「日本のめがね橋一覧
（都道府県別）」より

（ ）↑

（ ）↑

（ ）↑

石
橋
合
わ
せ 

中
村
ま
さ
あ
き
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笠
松
橋

差
野
の
石
工
・
田
上
甚
太
郎

　

久
木
野
の
里（
熊
本
県
八
代
市
東
陽
町
）を

流
れ
る
河
俣
川
に
架
か
る「
笠
松
橋
」で
思
い

出
す
の
は
、40
年
以
上
も
昔
の
こ
と
。橋
の
壁

面
に
生
え
た
ツ
バ
キ
が
1
輪
だ
け
赤
い
花
を

咲
か
せ
て
い
た
。毎
年
３
月
ご
ろ
に
な
る
と
今

年
も
咲
い
て
い
る
か
な
と
期
待
し
て
、自
宅
か

ら
30
㌔
も
離
れ
た
そ
の
橋
を
訪

れ
た
も
の
だ
っ
た
。

　

橋
の
壁
面
は
河
原
に
転
が
る
丸

い
野
面
石（
の
づ
ら
い
し
）を
使
っ

て
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
て
、切
石

積
み
に
は
な
い
野
趣
に
富
ん
だ
魅

力
が
感
じ
ら
れ
た
。久
木
野
の
里

は
シ
ョ
ウ
ガ
の
生
産
が
盛
ん
で
10

段
以
上
の
段
々
畑
も
あ
る
。集
落

の
民
家
や
細
道
の
脇
、段
々
畑
の

石
垣
に
も
丸
い
石
が
積
ま
れ
て
い

る
。

　

笠
松
橋
は
橋
本
勘
五
郎
が
架

け
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、実
は

い
つ
、誰
が
架
け
た
の
か
分
か
っ

て
い
な
い
。輪
石
を
よ
く
見
る
と
大
正
時
代
の

石
橋
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。右
岸
側
の
輪
石

に
接
す
る
壁
石
の
接
合
線
が
輪
石
ま
で
縦
に

真
っ
直
ぐ
並
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、橋

本
勘
五
郎
が
石
工
頭
な
ら
そ
ん
な
工
事
は
し

な
い
だ
ろ
う
と
考
え
る
の
だ
が
…
。

　

野
面
石
を
積
ん
だ
石
垣
は
、織
田
信
長
が
穴

太（
あ
の
う
）の
石
工
衆
に
命
じ
て
築
い
た
安

土
城
の
石
垣
が
有
名
だ
が
、久
木
野

の
里
に
は
ひ
と
昔
前
ま
で
は
野
面
石

を
積
む
技
術
を
持
っ
た
人
が
い
た
よ

う
に
思
う
。橋
本
勘
五
郎
の
子
孫
の

橋
本
脩
成
さ
ん（
故
人
）も
、東
陽
石

匠
館（
東
陽
町
北
）近
く
の
田
ん
ぼ
の

石
垣
を
積
ん
だ
と
言
わ
れ
た
。

　

以
前
、あ
る
人
か
ら「
野
面
七
面
」

と
い
う
言
葉
を
教
わ
っ
た

こ
と
が
あ
る
。野
面
石
は

転
が
し
な
が
ら
最
も
安

定
し
て
座
る
位
置
を
見

極
め
て
か
ら
据
え
る
の

だ
と
。穴
太
衆
の
石
垣
積

み
の
技
は
昔
の
こ
と
で

は
な
く
、身
近
な
と
こ
ろ

に
今
も
残
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が

す
る
。

　

そ
う
を
考
え
る
と
、笠
松
橋
の

架
設
年
代
は
古
い
よ
う
に
も
思
え

る
し
、そ
れ
ほ
ど
古
く
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
。東
陽
町
の
め
が
ね

橋
は
21
基
現
存
す
る
け
れ
ど
、架

設
年
が
明
確
な
の
は
１
９
２
９（
昭
和
４
）年

架
設
の「
谷
川
橋
」（
河
俣
川
）の
み
。谷
川
橋
は

差
野（
さ
し
の
）の
田
上
甚
太
郎
が
石
工
頭
を

務
め
た
が
、完
成
前
年
に
逝
去
し
た
の
で
副
頭

の
河
野
賢
三
が
完
成
さ
せ
た
。

　

東
陽
町
に
現
存
す
る
他
の
橋
で
は
、鍛
冶
屋

谷
上
橋
、同
中
橋
、同
下
橋
の
３
基
が
種
山
石

工
の
祖
、林
七
が
架
け
た
と
の
言
い
伝
え
が
あ

　

差
野
の
石
工
・
田
上
甚
太
郎
は
１
８
７
４

（
明
治
７
）年
12
月
11
日
、八
太
郎
の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
た
。差
野
は
八
代
市
東
陽
石
匠
館
か

ら
国
道
４
４
３
号
を
東
へ
１
㌔
ほ
ど
先
の
地

区
で
、田
上
甚
太
郎
は
八
代
市
泉
町
の「
か
志

ろ
う
橋
」や
髙
原（
た
こ
ら
）橋
、現
存
し
て
い

な
い
が
宇
城
市
小
川
町
の「
大
五
橋
」や「
山
之

神
橋
」、「
大
十
橋
」を
架
け
た
。

　

１
９
６
９（
昭
和
44
）年
の
こ
と
、東
陽
村
西

る
が
、確
証
は
な
い
。熊

本
藩
の
住
民
評
価
・
褒

賞
記
録「
町
在
」（
永
青

文
庫
所
蔵
）に
河
俣
の

４
基
が
嘉
永
年
間
に
架

設
さ
れ
た
記
録
が
残
る

が
、そ
の
４
基
が
現
存

す
る
ど
の
橋
に
当
た
る

の
か
が
不
明
確
。

　

そ
の
よ
う
に
架
設
年

や
石
工
に
関
す
る
記
録

が
正
確
で
は
な
い
の

で
、教
育
委
員
会
や
文

化
財
保
護
委
員
会
も
現

地
の
説
明
板
へ
の
表
記

に
困
っ
て
い
る
。や
む

を
得
ず「
伝
」と
し
て
い
る
は
窮
余
の
策
で
あ

る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

（
２
０
２
１
年
３
月
30
日
）

原（
現
・
八
代
市
東
陽
町
）に
住
む
本
川
健
吾
さ

ん（
当
時
78
歳
）に
会
っ
て
、河
俣
川
に
架
か
る

谷
川
橋
の
架
設
者
に
つ
い
て
聞
い
た
こ
と
が

あ
っ
た
。太
い
キ
セ
ル
を
く
わ
え
た
健
吾
さ
ん

は
、「
あ
ら
ぁ
、差
野
の
甚
太
が
造
っ
た
つ
た
い
」

と
石
工
の
名
を
呼
び
捨
て
で
答
え
ら
れ
た
。あ

ぜ
ん
と
し
た
が
、続
け
て
架
設
の
時
期
に
つ
い

て
尋
ね
る
と
、「
わ
し
が
、ま
あ
だ
青
年
の
こ
ろ

だ
け
ん
50
年
ば
か
り
昔
た
い
。初
め
に
下
橋

（
支
保
工
）ば
架
け
ち
、こ
ら
ぁ
大
工
の
仕
事
た

い
。そ
ん
後
、石
工
た
ち
が
両
岸
か
る
巻
き
石

（
輪
石
）ば
順
に
積
ん
で
い
く
と
た
い
」と
言
わ

れ
た
。

　

幸
運
に
も
架
設
途
中
の
谷
川
橋
の
写
真
が

現
存
す
る
。ア
ー
チ
中
央
の
や
や
高
い
位
置

に
、当
時
の
久
木
野
村
議
員
で
区
長
を
務
め
た

右
田
安
兵
衛
氏
が
写
っ
て
い
る
。橋
の
完
成
は

１
９
２
９（
昭
和
４
）年
な
の
で
、撮
影
時
期
は

そ
れ
以
前
に
な
る
。 （
２
０
２
１
年
３
月
20
日
）谷川橋　カット画／上塚尚孝

笠松橋
カット画／上塚尚孝
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編
集
後
記

日本の石橋を守る会
～石橋とその文化を大切に～

　

２
０
１
１
年
３
月
発
行
の
79
号
か
ら
会
報

編
集
・
制
作
担
当
を
引
き
受
け
て
10
年
余
り
、

石
橋
に
関
す
る
話
題
を
伝
え
よ
う
と
発
行
を

続
け
て
き
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
は
２
年
目
を
迎

え
、
会
報
の
編
集
に
制
約
が
あ
る
中
、
関
係
者

の
お
力
添
え
の
お
か
げ
で
99
号
ま
で
な
ん
と

か
発
行
に
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。

　

た
だ
今
後
を
考
え
る
と
、
役
割
を
担
い
続
け

る
こ
と
は
や
は
り
困
難
と
思
わ
れ
ま
す
。会
報

の
記
事
に
興
味
を
持
っ
て
ご
覧
い
た
だ
い
て
い

る
方
に
は
何
卒
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

記
念
の
1
0
0
号
に
は
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
会
員
か
ら
石
橋
へ
の
思
い
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
会
報
担
当　

中
村
ま
さ
あ
き
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
ま
ん
延
に
よ
り
、

本
年
５
月
に
熊
本
県
八
代
市
で
開
催
す
る
予

定
だ
っ
た
第
42
回
大
会
を
中
止
し
ま
し
た
。２

年
連
続
で
大
会
が
中
止
と
な
り
、当
会
の
活
動

は
大
き
く
制
約
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
決
算
は
、
総
予
算
58
万
円
余
り

（
繰
越
金
約
23
万
円
）に
対
し
、支
出
は
会
報
発

行
費
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
維
持
費
、
通
信
費
等
約

20
万
円
で
し
た
。差
し
引
き
約
38
万
円
を
本

年
度
へ
の
繰
り
越
し
と
し
ま
し
た
。会
員
の
死

亡
や
退
会
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
新

規
入
会
者
を
迎
え
て
世
代
交
代
が
進
み
、本
年

　

１
９
８
１
年
１
月
に
創
刊
さ
れ
た
本
会
の
会
報

「
日
本
の
い
し
ば
し
」
は
来
年
３
月
発
行
予
定
の
次

号
で
通
算
１
０
０
号
と
な
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
会

の
歩
み
と
と
も
に
あ
っ
た
会
報
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
情
報
社
会
の
進
展
が
加
速
し
、
従
来
か

ら
の
会
報
の
在
り
方
は
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。そ
こ
で
昨
今
の
時
代
の
大
き
な
変
化
を
踏
ま

え
、
印
刷
物
と
し
て
の
会
報
は
節
目
の
１
０
０
号

を
最
後
に
休
刊
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
次
号
を
記
念
号
と
位
置
づ
け
、増
ペ
ー
ジ

し
て
、
会
員
の
石
橋
に
関
連
す
る
幅
広
い
活
動
や

思
い
を
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。例
え

ば
、
次
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
原
稿
や
写
真
、
絵
画
作

品
な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▽
思
い
入
れ
深
い
石
橋

▽
広
く
知
っ
て
ほ
し
い
石
橋

▽
石
橋
や
石
工
な
ど
に
関
す
る
通
説
の
検
証

▽
石
橋
構
築
・
修
復
の
技
術
継
承
活
動

▽
石
橋
を
生
か
し
た
地
域
振
興
へ
の
取
り
組
み

▽
石
橋
へ
の
思
い
を
表
し
た
個
人
的
活
動

　

現
在
、本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
78
号
第
2
版

以
降
の
会
報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が
閲
覧
可
能
で
す

が
、こ
れ
に
1
0
0
号
ま
で
を
加
え
て
ア
ー
カ
イ
ブ

（
長
期
保
存
）と
す
る
予
定
で
す
。

　

記
念
号
で
は
会
員
の
多
様
な
思
い
や
活
動
を
ま

と
め
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
発
表
を
控
え
て

こ
ら
れ
た
会
員
の
方
に
も
ぜ
ひ
現
在
の
形
式
で
は

最
後
と
な
る
会
報
に
ご
寄
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。（
中
村
ま
さ
あ
き
）

４
月
時
点
で
個
人
会
員
1
６
３
人
、
団
体
会

員
３
団
体
と
な
り
、会
員
総
数
で
は
微
増
の
状

況
で
す
。

　

理
事
は
5
人
が
勇
退
。本
年
度
か
ら
新
た
に

「
八
女
上
陽
の『
ひ
ふ
み
よ
橋
』を
守
る
会
」の

久
間
一
正
氏
（
福
岡
県
八
女
市
）、「
豊
岡
の
め

が
ね
橋
を
守
る
会
」
の
森
川
孝
一
氏
（
熊
本
県

玉
名
市
）が
理
事
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

当
会
の
会
員
は
「
石
橋
が
大
好
き
」
と
い
う

共
通
点
を
持
ち
、
石
橋
を
愛（
め
）で
、
歴
史
を

探
り
、
石
橋
構
築
・
修
復
技
術
を
磨
き
、
石
橋

が
残
る
地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
人
々
に
よ
り

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
当
会
の
最
も

大
事
な
役
割
は
石
橋
に
関
す
る
情
報
を
蓄
え
、

会
員
相
互
の
交
流
を
支
え
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。こ
れ
ま
で
会
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

通
じ
た
情
報
の
整
理
や
発
信
は
、担
当
者
の
使

命
感
に
支
え
ら
れ
続
け
て
き
ま
し
た
が
、そ
の

一
方
で
担
当
者
の
役
割
負
担
と
会
員
相
互
の

交
流
の
在
り
方
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
印
刷
物
で
の
会
報
発
行
は
、来
年
3

月
発
行
予
定
の
通
算
１
０
０
号
を
も
っ
て
い
っ

た
ん
休
止
と
し
、今
後
は
会
員
が「
双
方
向
」で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。本
年
度
は
ど
の
よ
う
な
方
法

が
選
択
可
能
で
適
当
か
を
模
索
す
る
一
年
に

な
り
ま
す
。皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
長　

軸
丸 

英
顕

通算100号で休刊
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